















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[123］下宿の宣伝文 ｢劇場」 セレスタン劇場）1２４ 
霧 i1iiilliii 《
125」ユーゴ、スクリーブ、ミュッセ
（セレスタン劇場ファサード彫像）
247 
加太
風景描写と、当時の世帯調査、住民録などをてがかりにした荷風の下宿位置調査の詳細を省略して
結論だけ述べると、下宿屋はこの通りの113番地にほぼまちがいなく比定できる。すなわち下宿の
戸口から筋向こうにサン・ポータン教会が望めること、教会前の広場を横切って労働者街へと向か
うなら、下宿は教会より北側にあるだろうこと、同宿人に学生やドイツ人教師や元オペラ歌手など
がいることから、そこはいわゆる労働者向けの下宿ではないこと（フランスは階層社会である)、「内
儀（かみさん)」が取り仕切る下宿であること、「下女」を置いていること等々の条件を満たすよう
な下宿はこの113番地のそれ以外にいまのところ見つかっていない。［写真122］以下この下宿につ
いて詳述しよう。その下宿の持ち主はアタールランボーという当時68歳の人で、出身は、リヨン
から南西に２０キロほどにある人口が1700人ほどのモルナンという村であった（この頃は村はリヨ
ンと鉄道でむすばれていた)。ランポーという姓は、当時リヨンには46軒もあり、その縁戚関係な
ど詳しいことははわからないが、彼の前歴と職業は分かっている。ランポーはフォンテーヌ・シュ
ル・ソーヌ村で公証人をしていた。この村はリヨンのすぐ北にあって、今では広域リヨンに含まれ
る自治体である。公証人というのは、フランスでは中世以来、ある種の名士である。1945年までは、
公的な資格をもつという意味では村長の次に名前の並ぶぐらいであった。長らくここで公証人をし
ていたランポーは1903年に引退し、その“営業権”を後任に譲り、リヨンに出て来た。リヨンでも
公証人は当時、定員が３０人（戦後は、公証人高等専門学校または法学部の大学院修士課程終了の後、
一定期間の実務経験のあとに開業資格を得るように制度改革がなされたが、それでも現在でもリヨ
ンには100人程度しかいなくて、弁護士が1050人もいるのにたいしてやはり少数である）と決まっ
ているほどの特殊な半世襲的職業である。アタール・ランポーは、リヨンにある公証人組合の事務
所に引退後の席をおき、管理部の文書室長（おそらく実際には仕事をしない名誉職だと思われる）
を務める。そして、1911年の秋頃には組合の名簿からもその名前が消える。おそらく亡くなったも
のと思われる。いずれにしても、ランポー夫妻がこのヴァンドーム通りに新築（1896年建設）の建
物にアパート（109番地、111番地、113番地）を大がかりに買うことが出来たのは公証人の権利譲
渡金をもとにしていると思われる。またサン・ポータン教会のいわゆる信徒代表もしていたのでは
ないかと思われる。同名の人物が教区信者名簿の筆頭に見いだされるからである。その意味では篤
実な人物だったのかもしれない。なおこの下宿は1921年の夏ごろに閉館、その全室は別の公証人の
手で処分されたと思われる。
118.食堂(88）朝食が５０サンチーム、昼食と夕食はそれぞれ２フラン。ついでながら、この下宿は、部
屋代が２フラン５０サンチームで、普通は、朝夕の食事付きで契約するので、下宿代は１日５フラン
だった。これを中の上程度のホテルでの食事つき料金（７フランから１０フラン）と比べると、ほぼ
３分の２から半分の料金になる。長期の滞在なのだから、妥当な値段ではある。これで月に１５０フラ
ン、そのほかに石炭代（暖房費）とか洗濯代、シーツの取替、女中への心づけなどで３０フランとい
うところか。つまり月に１８０フラン。このランクの下宿となると、労働者などは手が出なかったは
ずである。瀧澤敬一は自分の下宿を「安月給取りでは寄り付けず、客は多くは外国人で・・・」と
記している。当時の日本人銀行員の給料はかなり高かったことがわかる。
119.夕暮れから殊更に深くなった霧は何時か雨になっていて(89）１９０７年１２月３１日（｢大晦日｣）のリヨ
菟襲方測候所の当日の気象記録では、「雨､雪｡低気圧」となっている。
120.内儀(89）シャルロット・ランポーコレ（コレは|日姓）といい、地元リヨンの出身。当時58歳。７２
歳で死ぬまで「下宿屋」をしたようである。下宿屋を開業することは、彼女の発案であったろう。
というのは、このとき主人はもう当時としては高齢で、文書室長とは言え、事実上は名誉職で社会
的な活躍はやめていると思われる。あるいは引退したのは病気が理由だったのかもしれない。すく
なくとも亭主は荷風帰国後まもなくして亡くなる。この下宿の宣伝文が残っている。《ランポー・コ
レ夫人／ヴァンドーム通り１０９～１１３番地／別館セーズ通り２３番地／モラン大通りに至近／設備最
新／部屋貸しまたは家族向けアパート／家具付/1階､2階､3階／希望に応じて賄いのみも可能/》｡[写
真123］彼女には、２人の娘がいたが、荷風の当時に、２８歳と３０歳で、この２人は、どうやら終生
独身で、かつ無職だった（ただし、1921年の国勢調査では、母親と同じ名前をもつ妹のほうの職業
欄には「英語・音楽教師」と記祓されている。４２歳で唐突に教師として登場するのもいささか奇妙
である)。さらに、どういう事情なのかわからないが、「内儀」は、世帯調査のたびに、生年を変え
－２４８－ 
[126］「ラフェット橋」（ラファイエット橋）
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[127］現在のラフアイエット橋i1i，iｉｉ 
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[128］「′｣､商人」
讓薑鑿篝ii鑿霧iiIJi薑Z11曇ii薑i篝;！
[129］「サンボータンと云う寺院」
－２４９－ 
加太
て、あるいは空欄にして登録し、かつ、４人の異なる亭主をそのつど持ち、しかも、その主人と言う
のが、いずれも苗字が同じであるところをみると初めの主人の兄弟と思われるのである。不思議と
しか言いようのない女性である。これは大胆すぎる推測かもしれないが、彼女は虚栄心のあまり一
種の虚言癖があったのではなかったか。夫のアタール・ランポーを喪ったあと、未亡人（ヴーヴ）
と呼ばれるのを避け、あくまでマダムであることを通すために、架空の夫をそこに記載し、それは、
ランポー姓でなくてはならず、このため、都度違うファーストネームをそこに発明しなくてはなら
なかった。さらに、そのつじつま合わせに、自分の年齢も詐称し、娘のひとりに英語・音楽教師な
どという職業を狸造したのではないだろうか。荷風の描写にある「恐ろしく丁寧」と「慾に抜け目
のなさそうな」という二面性がやや奇異な感じをわれわれに与えるのは、そのような彼女の精神構
造的な背景が横たわっているせいかもしれない。なお彼女は、おそらく1921年の夏に亡くなったと
思われる。
121．トーマスの「ミニオン｣(89）1907年の大晦日にオペラ座で上演されていたのはベルリオーズの｢ファ
ウストの地獄落」である。「ミニオン」は元日の公演だった。これも荷風の文飾なのかもしれない。
なお、その第２幕でローザ・ゼッティ（→注144）がジプシーダンスを踊っているいる。
122.劇場(89）セレスタン劇場（Th6atredesCelestins)。［写真124］この建物はもとはヴァリエテ座と
して、1792年に修道院跡に建てられた劇場だったが、ちょうど１００年後の1871年に火災で焼失、リ
ヨンの建築家ガスバール・アンドレの手によって1877年に完成したのだが、再び1880年に火災に
遭い、1881年11月２１日に完成したものである（席数1600)。主として演劇、ポードヴィル、オペ
レッタなどの上演につかわれていた。荷風はリヨンでも演劇を多少観ていたが、劇場名を記録して
いない。しかし、当時、いわゆる寄席でない多少とも文芸的作品を上演したのは、ここしかなかっ
た。
123.スクリーブ（89）フランスの劇作家ユージェーヌ・スクリーブ（EugeneScribe）（1791-1861)。当夜
スクリーブの作品がリヨンの諸劇場で上演されていた記録はない。しかしセレスタン劇場では頻繁
に上演されていた記録はある。また、この劇場の正面装飾には、三大劇作家として、ヴィクトル・
ユゴー、スクリーブ、ミュヅセの胸像が飾られていて、［写真125］この作家を顕彰する意味でも多
くの作品が頻繁に上演されていた。その通俗性ゆえスクリーブの諸作品はもてはやされていたが、
それはすでに半世紀昔のことで、２０世紀にはいって、荷風の言うように「古めかしい」作家となり
つつあった。
124.ラフェット橋（89）ラファイエット橋（→注24）［写真126］［写真127]。「ふらんす物語』でこの
橋の名前は、５回（[ラフェツト橋］または［ラフワエヅト橋］が「霧の夜」と「晩餐』と「西遊日
誌抄｣）言及されている。モラン橋とともにこの橋は、荷風の通勤使用の橋（コレージュ橋）をはさ
むようにひとつ111上とひとつ川下に掛かっていた。荷風の一番濃密な行動半径の中心の指標となる。
ついでに言うと、このラファイエット橋とモラン橋は、当時は双子といえるほどそっくりの形、大
きさで、そのベルエポックの優雅な露はリヨンの名物になっていた。→注156
125.大晦日で(…)往来では敷石の上に小商人が(90）［写真128］
126.サンポータンと云う寺院(91）ヴァンドーム通りの荷風の下宿至近にあるサン･ポータン教会(Eglise
SaintPothin）のこと。［写真129］リヨン市の初代司教で守護聖人サン・ポータンを祀る教会である。
サン・ポータンはまだローマ支配下にあったリヨンで布教、紀元177年に火あぶりの刑でその遺骨
がローヌ川捨てられたという殉教者である。しかし、そういういわくありそうな来歴とはうらはら
に、この教会はたんにローヌ川左岸の新開地に、住人が増え始めて、教会が足らなくなったという
理由で1843年に建てられた擬古クラッシクの巨大な円柱を前面に並べたあまり趣のない建物である。
「ふらんす物語」では－度しか言及がない。この教会は荷風の下宿の戸口から望まれる。［写真130］
127.アヴニュー・ド・サックス（91）ヴァンドーム通りの西３０メートルをほぼ平行に南北に走るアヴニ
ュ・デュ・マレシャル・ド・サックス（AvenueduMarechaldeSaxe）通りのこと。［写真131］ヴァ
ンドームと異なり、こちらは商店も多い賑やかな並木の大通りである。
128.広場（92）エドガール・キネ広場(PlaceEdgarQuinet)。荷風の時代には、サン・ポータン広場と呼
ばれることが多かった。広場の南はキク・ヤマタ（→注86）の通う女学校である。［写真132］［写
真133］
－２５０－ 
注釈「ふらんす物語」
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[130］「下宿屋の門口から」望むサンポータン教会［131］「アヴニュー・ド・サックス」
（サックス大通り）
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[133］「広場」（エドガール・キネ）
サックス通りから望む[132］サン・ボータン教会から女学校を望む
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[134］「職工などの多く住んでいる貧しい街」
今も名残が見られる
[135］兵営（第十胸甲騎兵連隊）
－２５１－ 
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129.並木の大通は左右に分かれて（92）状況描写から荷風はサックス通りを南へ進んだと思われる。２５０
メートルほどでラファイエット通りと交叉する。右へ行くとローヌ川にあたり、ラファイエット橋
がある。左へ行くほど場末感がただようパール・デュ地区。'情景描写から判断して、荷風はこの夜
は左へ曲がったと思われる。
130.職工などの多く住んでいる貧しい街（92）ローヌ川の左岸は氾濫原で１９世紀以降の新開地として、
またそれが産業興隆期と重なり、労働者街や町工場をつくっていった。荷風は、この地域にリヨン
の「裏」を嗅ぎ取って、たくみに素材としていく。この「職工なぞの多く住んでいる貧しい街」と
いうのは、荷風の道案内どおりに行けばサックス通りを南へ行き、ラファイエット通りと交差する
地点にいたった地点からはじまる第３区のことだと思われる。［写真134］ラファイエット通りの北
側は、荷風の下宿のある地域を含めてブロトー地区といい、とくにローヌ河岸からテート・ドール
公園にかけてはリヨンでもっとも新しい高級住宅地になっている。しかし､この南側はギヨティエー
ル地区といい、まさに町工場が点在し、低所得者階層の労働者などの住む界隈になる。東側は、パー
ル・デュー地区で、ここはさらに開発が遅れ、当時は見渡す限り広がる兵営（第十胸甲騎兵連隊）
［写真135］や国立のタバコエ場（荷風当事は工事中）などがある地区だった。こういう施設は1960
年頃までまだ残っていて、のちに、兵営跡はここ十数年で、リヨンの新駅パール・デュやフランス
にしてはめずらしいモダンなショッピングモールやローヌ広域県行政機関の近代的なビル群などが
立ち並ぶ新開地となり、タバコ工場は、1988年に閉鎖、その建物をそのまま残しつつ、今ではリヨ
ン第３大学のキャンパスに改装されている。リヨン第３区は荷風時代はとくに、産業の拡大にとも
なって、工場や労働者の住居として労働者階級が流れこんできて、町工場を作り、住まいを広げて
いったので、現在でもすこし裏道に入ると不ぞろいな小さな町工場が至る所に残っていて、周辺の
アパートも造りが粗末なものが多い。また、その故に戦後に建て替えが行われ、町並みがちぐはぐ
で、ベルエポック様式で統一感のある第６区の北側やプレスキル（両河の間）の趣とは異なる景観
を呈している。下町というのとは語感としてどこかちがう。いわゆる庶民の町としての生活の賑わ
いがあるのは、ギヨティエール橋の付近からサックス通りにかけてだけで、ヴァンドーム通りは店
屋もめったになく、昼間からひっそりとしている。そういう一角にときたま妙に浮いたように芝居
小屋があったり、宿があったりする。
131.寄席（92）荷風の迷い込む芝居小屋は、「霧の夜』にかなり具体的に描かれる道順から推測するとお
そらく「時計座」（ConcertdeLHorloge）という芝居小屋だったろう。［写真136］荷風の記述に従
いラファイエット通りに出て、そのあと東に４５０メートルほど進む。広大な兵営のあったパール・
デュ地区の一画､137番地にあった大衆劇場である。まさに労働者と兵隊の街の劇場である。現在は
ＢＮＰパリバ銀行の支店になっている。
132.勧エ場（92）勧工場は今で言う百貨店であるが、当時グランバザールという百貨店［写真137］が有
名で、その建物も看板も当時のまま今も残って“モノプリ，，という百貨店とスーパーの混合店になっ
ている。もうひとつ、コルドリエ百貨店も当時大きかった（今は“プランタン百貨店")。ともに広
告をよく出していた。
133.不規則な小路（95）ソーヌ川の左岸、フルヴイエールの丘の麓を今日では“古リヨン”（ヴィュー・
リヨン）と呼ぶが、当時は一般の市街地と区別はなかった。［写真138][写真139][写真140］実に、
荷風のノスタルジアのまなざしの優れていたことは、その後90年経って1998年に、ここがユネス
コの世界遺産（文化遺産）の指定を受ける地区となったことでもわかる。リヨン市の公式文書によ
れば「2041年間蓄積した文化の遺産」なのだそうである。リヨン市の「起源」が紀元前43年1０月
９日だから数えてそうなるのだそうだ。荷風は、ノスタルジー観光という“趣味”の時代の来るこ
とをいち早く予感していたのだろうか。荷風が“牢獄のよう，，と表現したこの界隈も今でこそ小奇
麗な観光的“古い街”に変身しているが、しかし、荷風当時はもとより、つい30年昔でも荷風描く
とおりの薄暗く悪臭と不潔の不気味な貧民窟だった。いたるところ、路地というより、「覆いのない
下水道」のような道、汚水があちこちに溜まり、ひたすら古く、壊れかけた暗くじめじめした家並
みが軒を寄せ合うように並んでいた。ここを訪れたラマルテイーヌは1850年に「狭い部屋、背の高
い家、日差しは稀で壁は煤で黒ずみ扉は低く、硝子を節約するため窓には油紙が貼ってある。店に
は箱や樽が所狭しと詰め込まれ…」と記している。もちろん、荷風時代にも、どんなガイドブック
－２５２－ 
注釈『ふらんす物語」
鰯 溌議
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[136］「寄席」（｢時計座｣）
[138］「不規則な小路」１日市街
[137］「勧工場」（グラン．バザール）
瀞蝋
[139］旧市街の裏道 [140］旧市街の裏道
－２５３－ 
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にも、この界隈の雰囲気を観光の対象とした記述はのっていない。ところが、今日のミシュラン（ガ
イドブック）で、リヨン観光の目玉として３ツ星をつけているスポットはこの旧市街地区（ヴイュー
リヨン）と美術館２箇所なのである．荷風はボードレールに言及をしているが、こういう記述をもっ
て、荷風はフランス文学作品に毒された（とまでは言わないでも、影響を受けた）視点でしかフラ
ンスを見ていないというのは当たらない。この旧市街をみれば、スタンダールでもラマルテイーヌ
でもそう見ているのである。荷風のさらに特異な点は、これを文学の素材にしてしまっていること
である。ポードレールが「想起」されるのは当然である。風景はロラン･バルトに倣って言えば“引
用”である。
134.抜け道（95）リヨンに独特の都市構造のひとつである“トラブール，．（traboules）をさすと思われる。
［写真141][写真142][写真143］トラブールというのは、旧市街の密集した古い家屋の入り口から
はじまる暗い迷路のように作られたトンネル状の回廊のことで、そこを通り抜けると別の路地にで
るという独特の家屋内燧道である。これが街の到る所に巡らされていて、その総延長は３５キロある
と言われる。スタンダールは1833年に「リヨンで絶望的になったのは、通りから通りへと抜けるう
す暗くてじめじめした小路である」と背いている。当時は、荷風の叙述どおり「えたいの知れぬ汚
水が溜まって」「悪臭」がただよい、「人家の略い戸口」が不気味だった。その多くの廊下とも、路
地裏ともトンネルともいいがたい部分は、汚水も流され、まさに「掴いのない下水」状態であった
からだ。現在ではリヨン観光の最大の名所で、そのうちのいくつかが開放されていて、どんな日で
も観光客がぞろぞろと歩いて抜けていくが、往時は、近寄りがたい暗い貧困と不潔の巣窟だったの
だ。荷風の文学的風景の好みは、このあたりにも目配りがしてある。
135.足の裏が痛くなる程凸凹した敷石（95）現在の都市部の敷石［写真144］は大型の煉瓦ほどの大きさ
に切りそろえられ、さほど'111凸を感じないが、当時の敷石といえば単に小さな石を並べて置いたて
いどだった。というのは鯛車などが通ることがめったになかったほどの路地だったからである。荷
風はこれを「足の裏がIIiiくなるほど」と身体的に表現しているが、それは体験者にしか書けない。
現在、この足の裏感覚を体験できるのは、「刑が徹底的に復元されている、リヨンからほど遠くな
いペルージュ（P6rouges）という村などである。－）３Ｊ； 136.木靴（96）いまでは祭りで見かける程度になったが、それでも時折商店のディスプレーなどに飾ら
れているのを見かけることがある。［写真145］
137.洗濯屋の女工（96）→注20
138.醜業（97）売春婦。［写真146］当時のリヨンの売春と言うのは、一般にはいわゆる売春宿というの
があって、男はそこで女を物色して女の宿へ行く形をとった。ゾーヌ川の左岸ジャコバン広場から
メルシエール通り、セレスタン劇場とを結ぶ道、また旧市街から橋を渡ってペラッシュにかけてと
パールデュの兵営の周辺に売春宿は多かった。通りにポン引きが立ち、案内されて暗い細い路地裏
にある階段に小さな川りがひとつ、質素な室内に案内される。そこでは、女がたむろしていて、踊っ
たり飲んだりして、のちに女の部屋へ行く。女のたむろするのは特定の建物がそうなっていた場合
もあるし、ギニョール上演（→注154）の酒場などがそういう役目をはたしていたこともあった。ギ
ニョール劇場のあったパッサージュ（屋根つき路地）のひとつラルグ通りは街娼の多く立ったメル
シエール通りへ抜ける道でもあった。ただ、荷風がここで描いているようなことは、最下等のまず
しい素人女の売春である。それは道端で客の袖を引く街娼である。暗がりの路地裏で、顔かたちも
定かでない女を買う。荷風がいたころにリヨンを騒がせた事件に６５歳のココ・ラ・シェリという老
街娼が殺されたことがあった。犯人の青年はわずか１０サンチームの金が欲しさに殺したという。コ
コはギヨティエール界隈を縄張りにしていたというから、最貧の売春婦であったが、彼女を狙った
犯人もまた最貧の土木作業員の若者だった。荷風は女を買うということはほとんど日常のことで、
アメリカでの「イデス」（→注18）との関係でも分かるように、彼の滞欧米体験物語のいくつかは、
売春婦との交渉が素材になっている。「祭りの夜がたり」は、途中で下車したアヴイニヨンの町で知
る職業女との耽溺を描いた小品であるし、「ひるすぎ」も、「二月の冬の日」というからリヨンの売
春宿での叙環かと思われる。その他、売春llii}との交渉をテーマにした「雲」（パリが舞台）もある。
それによると、主人公の貞古は「一週間に一度二度位は必ず女を買っている」と鞘晦する。貞吉は
荷風（本名壮吉）の分身であろう。「巴里のわかれｊにも「放蕩に夜を明かして帰る」のを「幾度と
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もなく」しているというような記述がみられ、「麗束綺調』にもあるように「わたくしはこの東京の
みならず、西洋に在っても、売笑の巷の外、殆その他の社会を知らないと云ってもよい」と噸く。
139.再び渡るローンの橋（98）ラファイエット橋。（→注124）この表現からも、荷風はローヌ川をいつ
軸酉か渡って､戻ってきたことがわかる。
140.市庁の大時計（98）市役所は１７世紀から１９世紀にかけて徐々に外装などが加えられ1842年に完
成した壮蝿な建物。［写真１４７］高さ５０メートルの時計塔がある。［写真148］鐘というのは現在で
はカリヨンの音に代わっている。このカリヨンは、１２時の２分前から打鉦を始めて、ちょうど深夜
に打ち終わる。荷風の耳にした鐘が２分間ほどで１２打したのなら、１打の間隔が１０秒ずつある。ラ
ファイエット橋は長さが２１４メートルあるので、「遅い歩み」だと渡り切るのに３分ほどかかるだろ
うから、荷風はすでに橋の半ばにいて、鐘の鳴り始めを聞き、１分50秒後に「橋を渡尽し」た時に
１１打目だったということになる。しかし、実は、時鐘は、町の多くの教会や公共建造物などでも一
斉に鳴らしていたので、むしろ音は錯綜していたはずだ。ここにも荷風独特の画面の抽出と再構成
技法がみられる。
141．リヨン市の郊外（227）この描写からおそらくクーゾン村。→注58
142.汽車走り過ぎぬ（228）リヨンとパリを結ぶ幹線。→注65
143.二月の冬の日（244）売春婦との情交はリヨンでの出来事に擬してあることが、この「二月」でわかる。
144.ローザ・トリアニ（246）リヨンのオペラ座の「柱太き回廊」［写真149］の陰で荷風がみそめたこの
バレリーナについては不明な点が多い。荷風によればこの女性はリヨンのオペラ座のフルミーイール・ダンスーズ
「第一位舞踏者」であり、グノーの「フオウスト」（ファウスト）の第４幕Iこ登場するバレリーナで
ある。オペラやバレエの関係文献でこのトリアニに比定しうるイタリア人にあり得る綴り（Triani／
Torriani／Toglianiなど）をもった舞踊家あるいはそれを思わせるいっさいの人物を見つけることが
出来なかった。この負のアリバイがどのような意味を持つのだろう。荷風の文章技巧は複数の視点
の合成とか距離の短縮とかがまずある。また、描写すべき対象を荷風の美意識にそって省略、強調、
枠取り、整理をするなど、多岐にわたる。しかも、それらは空間だけでなく時間や次元の扱いにも
適応される技巧である。これをローザ・トリアニ探しに当てはめて考えることはできないか。いう
までもなく、その前提として、彼女の名前は、グノーの『ファウスト』のリヨン大劇場での出演者
の名前に見られないということの確認をしなくてはならない。発見は一般的な手立てでは徒労に終
わったと言い得る。たしかに荷風滞在中に限っていっても、グノーの「ファウスト」はリヨンのオ
ペラ座で１０回も上演されているのでデータは豊富なのだ。「ファウスト』は1883年１０月２２日ニ
ューヨークのメトロポリタン歌劇場のこけら落しに上演されたぐらいポピュラーな出し物であり、
リヨンでも、1861年の初演以来公演回数もきわめて多く“当り狂言”だった。が、そのいずれの上
演についても出演者の名前にローザ・トリアニという名前はみいだせなかったのである。しかしこ
こで、いちどオペラとバレエとの関係を考えなおしてみなくてはならない。そもそもオペラにバレ
エがおまけのようにつくことは、フランス人聴衆にかなり特有の好みらしい。そのため、作曲家や
演出家もフランスでの公演用にバレエ場面をとくに挿入するサービスをすることがあるそうである。
このことがこの調査のちよとした障害になっていることも考慮に入れなくてはならない。というの
は、現在に残っているポスターや広告などでも、作品がオペラである以上、歌手の名前が当然大害
され、「付け足し」に挿入されるバレー場面に出演する踊り手の名前は省略されることが多いからだ。
事実、このグノーの「ファウスト」でも第５幕前半（荷風は「第４幕目）という）に挿入されるバ
レエ曲はほんの１０数分ていどで、しかもそれは７つのテーマに分かれた小さな踊りがあるだけであ
る。つまり１曲あたりの平均はせいぜい３分ていどなので、わずかな出番しかない踊り手の名をプ
ログラムに記載しなくてもあたりまえだとも言える。広告やプログラムに踊り子の名前がなくとも、
絶対にトリアニがいないとはいえないともいえる。また、一方、余りにも著名な踊り手を出演させ
ると、歌手の方がかすむので、たいていはそれほどの名手が出演しない傾向があると言われている。
つまりトリアニはそれほど高名な踊り子ではなかったとも言える。さ頑,’三具寅,Ｊ舞姫｣の事実の
みをもういちど並べてみる。名前は「ローザ・トリアーニ｣。職業は「第一位舞踏者なる位付け」「フ
ランスの芸壇に出るアルチスト｣。国籍は「フランス」人（｢伊太利亜つづり」ではあるが)。切符の
予約に出かけてオペラ座の回廊で始めて彼女を「見まつりしなり」、となる。グノーの『ファウスト』
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の第４幕目（ママ)、「君は、明るき灯の下に、あまた居並び、横りたる妖女の頭に立ち給いき」と
いうような種々の与件のうち、事実はどこにあるのであろうか。リヨンのオペラ座には、当時歌手
が約35人、バレリーナが男女合わせて３２人（ただしその内、女１６人と男８人の計24人はいわゆ
る群舞のための踊り手)、それからオーケストラ奏者４０名ほどが専属していた。荷風が「第一位舞
踏者」という以上、ローザ・トリアニが、その他大勢（１６人）の内の１人ということはない。フラ
ンス人かどうかは、名前からは推定できない。とくにイタリア風の芸名を使用する風習があったか
ら国籍が不明である（このことは荷風も書いている)。散文詩のような「舞姫』の全体の基本構造は、
一見信懸性がありそうな事実がたくみに重ねられている。しかし、そのことを、一編の詩文に仕立
てるという仕組みそのものが荷風の文学的創作ということは忘れてはいけない。しかしその鍵はど
こにあるかと言えば、やはり「ローザ・トリアニ」をはずしてはない。当時の上演広告を仔細に眺
めると、さきにふれたように、オペラ歌手はその役柄名とともに大脅して列挙してある。一方舞踏
家のほうであるが、じつは、この出し物では「ワルプルギスの夜」（｢ファウストｊのバレエ場面）
の出演者の名前を探して新聞を繰っていたら、歌手とは別に、バレリーナの名前が掲げられている
ものをひとつ発見したのである。３人の名前が掲載されていた。１行目にElenaColombo（エレナ・
コロンボ）とあり、ほぼ同じ大きさの活字で、２行目にRosaZetti（ローザ・ゼッティ）、Francine
Aubert（フランシーヌ･オベール）という名前がならんで記されている。この３人が荷風が言う「第
一の舞姫」である。実は、オペラ座の名簿というのが毎年発表されているのだが、年によって掲載
人名の基準がことなり、現在発見できた限りでは、1907年のリヨンオペラ座の名簿は、歌手につい
ては詳しくその氏名があるが、バレエについては「女31人、男９人」という総数だけしか記載され
ていないのである。そのため、その３人の「位」が確認できなかったが、その前後の年度の名簿か
らみてほぼ間違いないだろと思われる。1903年のものと1908年のものには固有名がいくらか載せら
れているがその名簿から推測すると、リヨンのオペラ座には、男１人、女３人の「第１位」踊り手
がいるからである。しかし、さらに、その後、別の資料を調査して先の３人の名前のあとに、同格
名詞として「プルミエール・ダンスーズ」と明記してあることを確認し得た。ちなみに「第２位」
踊り手は４人いて、群舞の要員が24人いたようである。問題にしたいのは、公演予告の中で、２番
目に書かればPPlEHﾌﾞ箕_･ズゼッテイである。「ローザ」という名前なのである。荷風のローザ・トリアニという「第一位舞踏者なる位付け」のバレリーナはこの女性ではないだろうか。荷風はここで
ゼッティを別のイタリア名にかえたのではないか。それは、バレエの歴史で最も有名なあの「マリ
ア・タリオニ」の変名でないかという推測である。タリオニnglioniのａとｏを入れ替えればトリ
アニが出来上がる。荷風はアメリカのタコマにいたときからオペラに関心を深め、「オペラに関する
書物は目下紐育に注文にやった。その中に届いたら一生懸命に此方を研究してみたい」（｢書簡集ル
と述べ、実際にもニューヨークでかなりオペラに通ったことは知られている。これらの「書物」が
何であるかは分からないが、もしオペラの歴史を概観でもしていたら、サンクト・ペテルスブルグ
のキーロフ・オペラ座、パリのオペラ座、ベルリン市立オペラ座そしてニューヨークで活躍し、多
くのプリマ・バレリーナを輩出したタリオニー族（フイリッポ、マリア、ルイーズ、マリア・ポー
ル、パオロなど）のだれかの名前に触れていたはずだ。マリア・タリオニは、活躍時期が荷風のオ
ペラ鑑賞の時期より半世紀以前も昔であるから、当然ながら、書誌的な知識かあるいは肖像画など
でしか知りえないが、しかしなんらかの折にこのバレエ史上もつとも有名なタリオニの名前や肖像
は荷風の目に留まっていたと考えても不自然ではない。［写真150］なお、タリオニは1844年の８月
から９月にかけてリヨンのオペラ座にも登場しリヨンの観客を魅了したという記録が残っている｡ま
た、ローザという名前は、「ふらんす物語」の中の「墓詣」に登場する“ロウザ，，とも重なる。気に
入った女の名前を再使用するのは荷風の癖で、その例はポーレット（｢祭りの夜がたり」と「ひるす
ぎ』）などにも見られるからである。この人名の変形アナグラム、姓と名の合成などの技法は、１９０７
年の実際の公演日程と照らし合わせたときに見られる省略法とも類縁がある。『舞姫ｊには「その年
の初演奏はワグナーのヴァルキール、次の夜にはグノーがフォーストとの予告は出でたり」とある
が、実際は、この年はオペラ座にいくつかのトラブルがあり、初日は１０月１０日から１２日へ延期さ
れた。「ファウスト」は翌日ではなく、２０日公演であった（実際の翌日公演はロッシーニの「ウイリ
ァム・テル｣)。こういう点を省略、「フォーストの夜に至りて」というのは、読みようによって、い
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かにも「ワルキール」［ヴァルキール］の翌日に「ファウスト」が連続しているような巧みな時間の
短縮があるのである。なぜ、頬縮したか。もちろん文章作法上噴末な叙述のカットは当然なのであ
るが、それよりも、実は「ワルキール」の「かたくななる事」と、そのために「徒にソプラノの…」
という退屈との対比にローザの「ようやく君を見出したり」という待望感、そのあでやかな姿を描
くための技法であろう。現実のローザ・ゼヅティについては、その来歴や肖像などについては残念
ながらいまのところ発見できていない．劇評については、「ファウスト」ではないが、「アイーダ」
で踊ったときの彼女への寸評を載せた新聞記事が見つかった。そこには「ローザ・ゼッテイ嬢は魅
惑に満ちた快活さ」をもって踊ったと称えている一言が添えられている。荷風が言うように、芸名
であるため、国勢調査や公的な住所録でも調べようがない。彼女の存在の痕跡は、オペラ座の公演
予告やいくつかの新聞記事やチラシで確認できるのみである。しかしその秋にはかなり多くのオペ
ラ作品やバレーのプログラムに彼女の名前は見られ、ときには３人のなかでもトップに置かれたり、
単独で掲げられていることもある。しかし、翌年1908年のプログラムからはローザ・ゼッティは完
全に消えている。そしてエレナロロンポとフランシーヌ・オベールの２人のみが同じように「プ
ルミエール・ダンスーズ」として名前を連ねている。じつは、前年1906年でも彼女の名前はどのよ
うな公演でも見られず、つまりは、彼女は荷風のいた1907年のみの１年契約の“渡り”バレリーナ
だったの可能性が高い。舞台上ではローザは「透見ゆる霞の如き薄紗の下に肉色した肌着をつけ給
い」とあるが、それは当然バレエの衣装でもあろうが、この場面はヌビア人の娘の踊りだったり、
クレオパトラと奴隷の踊りだったりするので、チュチュ（衣装）にいわゆるオリエント風俗が取り
入れられていた可能性がある。しかし、なにより、荷風の描写から思い浮かべるのは当時の多くの
アールヌーポーのポスタ一画などの軽やかで官能的な女性像である。たとえば、ミュシャの「踊り
子」などを髻髭とさせる。［写真151］ミュシャは、荷風がニューヨークにいたときにアメリカへ移
住してきた。イデスのいでたちもいくらかは重なっているかもしれない。荷風の舞姫は、リヨンの
オペラ座という場と「ファウスト」の上演という時とを借景にして、隠微な肉欲の「妄想」を、仮
想の女性ﾛｰｻﾞ・トリアニに託して繰り広げる欝編として読むと、きわめて分かりやすいのである。
「太腿（ふともも)｣、「寝部屋｣、「わが血は君が肉に慕い｣、「ベヌスの裸像の如く、座れる腰に云い
がたき曲線の美を示す｣、「わが手わが唇をして、親しく君が肉の上に触れしめん」など、荷風はひ
たすら女の肉体に妄念をからませ、みずから言うように「聞くべき音楽の一節をだも聞く事あた能
わずなりぬ」なのである。そして、これが「創作」であるだろう証拠に、荷風は、ローザがその秋
に多くのバレエに出演しているにもかかわらずその後を追いかけた形跡もなければ、その後も荷風
滞在中にあわせて１０回も上演されている「ファウストｊを２度と見に行っていない（少なくとも再
観劇の形跡はない)．また、「歌劇フォースト』（｢歌劇フォーストを聴くの記』）は、ニューヨークで
の観劇体験記に基づくものであるとはいえ、後におおきく手直しをしているにもかかわらず、この
バレエの場面には触れられることなく、また、リヨンでの体験や思い出についての追記めいたもの
もなく、まるで愛想のない音楽解説そのままで、後の版（『ふらんす物語」や全集）に採録されてい
るのである。
145.橋の挟（246）→注67
146.補足として「西遊日誌抄」における記述をいくつか注釈しておこう。この日誌抄はリヨン関係では
1907年８月２日以降１２月３１日までのほぼ５か'三1分が欠落している。荷風によると単に「去年は日
記というものをかかざりし」というだけである。しかし、その理由を以下のように推測することは
許されないか。荷風には「リヨン市郊遠くに散歩に行くのを例としていた」（｢蛇つかい｣）という記
述があるが、これをもとにして展開する「鷺小島」や「クーゾン村」の世界だけでなくリヨンにま
つわるさまざまな情報は小野支店長を始めとして日本人社会から多くを得ていたと思われるふしが
多い。少なくとも、こういう郊外へ出かけるとか祭りの見聞などには、なにかのきっかけがなくて
はならない。それらが詳細に日誌に記録として残ると、「ふらんす物語』の多くは、その「ネタもと」
が知れるということよる。いかに銀行員と親密に付き合っていたかということが明白になるのであ
る。そうなると、1908年新年から始まる銀行嫌悪、銀行員生活の不満などに終始する『日誌』との
整合性があやうくなる。このために、かれは|｢ふらんす物語』における諸作品を残すにあたって、
（律儀な荷風のことだから必ずやリヨン部分も記録していた可能性のあるはずなのに）「日誌稿』か
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らの転記をあえてしなかったのではないだろうか。すでに荷風の『日誌」や「断腸亭日乗』などの
虚構性は指摘されている。なぜ、銀行との不和や不快の念を記した部分（1908年元旦以降）のみが
残されたのか、すくなくとも、アメリカの部分が豊かなのに、リヨン滞在の肝心な部分のみがすっ
ぽり抜け落ちている意味は興味があることではある。
147.ソオン河上の－旅亭（１９０７．７．３０）→注13
148.ロオン河西岸のワンドオム街の下宿屋に移る（８．２）→注117
149.寒さ（１９０８．１．３）荷風のいた年の冬の平均気温は279度で、平年よりわずかだが０．１４度高かっ
た。ちなみにその冬一番寒かった日は１１１１２日のマイナス８．１度である。「西遊日誌抄ｊにはその厳
寒の記述はないがこの１月３日の記述が体感的に荷風の寒さの始まりだったのだろう。
150.タンホイゼルを聴く。帰途独り夜半のゾーン河畔を歩み家に帰る。正に二時（１．２５）「タイホイ
ゼル」（タンホイザー）に関するこの短い記述は「日誌抄」にのみあり、『日誌稿」にはない。おそ
らく旧誌稿」の正月２６日の項（｢コンセール、クラシックに行き例の如く音楽を聞く」）を何らか
の理由で削除し、あらたに、これも何らかの記憶の拠り所か記録に基づいて「日誌抄ｊへ２５日の記
述を加えたのだろう。２５日は土曜日で、事実「タンホイザー」の演奏会は、オペラ劇場で上演され
ている。演奏会は夜８時からはじまっている。ワーグナーの「タンホイザー」は３時間１５分の長い
オペラである。幕間などを考慮すると、４時間はゆうにかかるのが普通である。とすると、終演は深
夜０時ちかくだったろう。荷風の帰宅が深夜の２時というから、終演後２時間ていどは歩いていた
ことになる。ところで、オペラ座の位置からいって、ソーヌ川の河岸を歩くには、下宿と逆方向へ
向かうことになる。つまり自然の帰り道の迂回からの散歩でなく、なんらかの意図がそこにあった
と思える。シミュレーションしてみると、当夜、荷風は、オペラ座を出て、そのまま西へ向かう。
ソーヌ川に出たらおなじみのフイエ橋を渡り、111の右岸を下る。ミディ橋（現キチュネル橋）まで
来てそこを左岸へ渡り、今度はソーヌ川の左岸を上流へ向かって歩く。おそらくティルシヅト橋(現
ポナパルト橋）あたりで右へ曲がり、ベルクール広場からレピュブリック通りを北へ上がり、途中
で右へ曲がりローヌ河に出てラファイエット橋を渡ってサックス通りからサン・ポータン広場、そ
して下宿へと帰った、というコースが可能である。それにしてもこういう歩き方は、なんとなく不
自然である。散歩に可能な最長のルートを設定しても約４．５キロ。２時間はかからないと思える。
かといってソース川のルートをより長くすると、真っ暗闇の郊外の危険な雰囲気の場所へ入り込む。
電気の街灯のなかった時代だから、今よりさらにぶつそうな感じがしただろう。とくに川岸は市街
地を離れると崖の下の貧しい家とか町工場などで人通りが極端に少なくなる。また対岸へ戻るのに
渡る橋がないのである。とても深夜散歩するような場所ではない。おそらく､荷風はオペラが終わっ
てしばらくはレピュブリック通りのカフェで休んで、そのまま下宿に戻りたくなくて、反対の方角
へ歩き出したというところかもしれない。その結果ソーヌ川に出て、しばらく岸辺を歩き、帰宅し
たと言うことではないか。あるいは、女を求めて怪しげな裏道に入り、収穫を得られず、そのまま
ソーヌ川の岸辺に出て、しばらく散歩になったということかもしれない。「帰途独り夜半のソーン河
畔を歩み家へ帰る」という短い記述からは荷風のしたたかな描写の魔術が見える。すなわち、たれ
をあかせばただ町をちょっとふらついたのを「ソーヌ111」に収敬させた深夜の散歩というイメージ
の醸成である。このようにソーヌ111は、すでにふれたように、ロース川の「悲愁」の演出のための
大がかりな装置とは異なり、単なる散歩の対象として取り_上げられる111であることもよく分かる。
151.サンジヤンの寺院に入りて祈祷す（2.19）サン・ジャン教会（→注39）で祈りをするという記述
は前日（１８日）にもある。市内で数多い教会の中でなぜここが選ばれていたのか。散歩のコースが
旧市街方面、すなわちこじんまりしたソーヌ111河畔コースに集中していたことがまずあげられよう。
サンジャン教会はそこにある。しかし、何より荷風の“演出”の匂いがする。それは、サン・ジャ
ンは市内で最も古い教会堂であり、荷風も「古刹」あるいは「古寺」などとわざわざ書き、そこで
祈る姿の自己演出をこころみていると思われるからである。少なくとも、リヨンの町に感覚的な土
地鑑を持つものから見ると、サン・ジャンこそが“苦悩”を表現するのにもっともふさわしい舞台
装置なのだ。
152.公園の池畔を歩む（２．２８）描写からテートドール公園（ParcdelaT6ted1Or）と思われる。［写
真152］［写真153］荷風の住むローヌ111左岸地区にあり、市の北の端になる。とはいえ、荷風の下
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宿からなら８００メートルほどの距離である。１９世紀の半ばまでは、ここは樹木の生い茂る湿地帯で、
ローヌ川が自在に氾濫し、浮島のようになった部分の草地に牛馬が放牧されていた。ローヌ県の知
事ヴァイースの発案で、ちょうどレピュブリック通りの改修と同時期に、この公園は企画されて完
成した。105ヘクタール（新宿御苑の約二倍）の広大な公園で、１６ヘクタールの大きな池を真ん中
にしつらえ、池畔には夏季は貸しポートや貸し自転車屋（当時は日曜日にかぎって馬の乗り入れも
許されていた）が開業し、冬は天然のスケート場になった（荷風当時の冬は寒かった)。池の周辺に
はレストランやカフェも店を開く。園内には、バラ園や芝園、樹木の繁る森、動物園、植物園、あ
ずまやなどが点在する｡この公園は､125万フランを投じて1857年に完成したのだが､眼目は二つあっ
て、当時の不況対策（景気刺激策）のためと、もうひとつは、池を掘り、その士をローヌ川の護岸
に用い洪水対策を徹底したことである。事実、1856年を最後に、ローヌ川は大きな氾濫をしなくな
る。「テート・ドール」とは金の頭という意味であるが、じつは、この地名の由来ははっきりしてい
ない。牧草地だったころに金のキリスト像の頭の部分が出土したからだという伝承はあるが、その
記録も肝心の像も伝わっていない。荷風は、その公園をどのように歩いたかでなく、風景画のよう
に描写し、ここでは、若い女性と会話をしたことを記録している。「白鳥の公園」と「良家の処女」
という組み合わせは、やはり風景画の発想である。（｢裏町」と「娼婦」という風景と好一対をなす)。
153.珈琲店十九世紀亭（３．６）音楽の演奏が毎夜行われる有名なカフェである。［写真154］荷風は、
そうとうリヨンの有名カフェをめぐっていたことがわかる。ちなみに､｢十九世紀亭｣はレピュブリッ
ク通り３７番地にあった。銀行からさほど遠くない。店主はオリヴイエ某という名前であった。この
店は現存しないが、建物はそのまま、香水・化粧品店、眼鏡屋として残っている。
154.人形芝居（３．１３）ギニョールという名前で知られるこの土地固有の娯楽である。［写真155］いま
ではギニョールは指人形の代名詞になっているが、もともとは、リヨンで生まれた指人形の主人公
の名前だった。この指人形はたちまち市民権を得て、全国に広がっていったが、それら一般に言わ
れるギニョールと根本的に異なるのは、リヨンのギニョールは荷風時代は大人の観るものだという
ことだ。（現在では、もっぱら子供芝居になっているが)。このギニョールは絹織産業に由来する。
絹織はそもそもはイタリアから入ってきたものだが、この人形芝居もイタリアがルーツだという。
そのことはともかく、この芝居は、絹織物のまずしい機織の職工達の世界で生まれた。彼らは、多
くの自主的な娯楽組織をもっていたのだが（"ヴオーグ”もそのひとつである)、ギニョールも絹織
物産業に携わる労働者たちの中から生まれ、広がっていったのである。主人公ギニョールと、彼と
いつもつるんでいるニャフロンという可笑しな顔をした２人がコンビで繰り広げるばかばかしい滑
稽物語である。［写真156］創始者はローラン･ムルゲという男である（像が今日旧市街にある)。ず
いぶんあやしい男で、定職もなく、時に機織工の仲間に入り込み、手伝いなどをしたり、織物を売
り歩いたり、とにかく職を転々としたらしい。フランス革命の後あたりから、１９世紀初頭にかけて、
この人形芝居を思いついて、台本をつくり（識字能力がなかったという説もある)、みずから人形を
あやつった。資料的に不明のことが多いそうだが、ギニョールというのは機織職人の名前だったと
いうのが今日の定説のひとつである（６つの異説がある)。研究者の調査によると、実際に機織工と
して設定された２人によって展開する物語の筋書きは意外に少なく、むしろ、下僕や召使と主人い
う組み合わせのファルス（笑劇）のスタイルをもつものの方が多かったようだ。ただ、その行動様
式や言葉遣い、説りなどはまさに絹織職工たちの世界のそれであって、今日でもいくつかのシナリ
オが伝承されて残されている。会場は狭い。薄暗くタバコの煙の立ち込める室内では、伴奏に荷風
の言うとおり一般にはヴァイオリンかピアノが用いられた。大人の見世物なので、場所も、専用劇
場のほかに、カフェなどでも上演されていた。専用劇場は、荷風当時は３軒あり、荷風は、そのう
ちでラルグ・パッサージュ（屋根付き路地）にあった「ラルグ劇場」に行ったと思われる。［写真
157］ここは、地下室にある劇場で「便所の臭気鼻につき」という可能性があるからである。「陰惨
限りなし」は荷風の独特の悲惨趣味であるので額面どおりにはうけとれない。むしろ、ギニョール
は大人が観るということから、政治や通俗的な社会風刺の手段にもおおいに使用され、時事ネタは
とくに愛好された。しかし、多くはたわいもない滑稽課である。ここで、参考のために「ジャムの
壷』という有名な演題のほんの一部を紹介しておこう。主人と下僕のギニョルとの対話である。
主人「おいおい使いを頼みたい」
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ギニョール「では、さっそくに出かけまする」
主人「いずこへいくのじゃ」
ギニョール「使いでございますな」
主人「で、いずこへ？」
ギニョール「はて？」
主人「粗忽者め」
ギニョール（独白）「さても宮仕えはむずかしい。くどく聞けば愚か者と言われ、聞かずに出かけ
れば粗忽者と言わるる」
こういうやや日本の狂言を思わすような主従のナンセンスなやり取りに観客が野次をとばしながら、
喚笑する雑然とした雰囲気の方が実情にあっているのではないかと思われる。ただ、荷風の見た出
し物は人情ネタだったかもしれない。また、荷風の目的は、もしかしたらそこにたむろする「女」
を求めることだったかもしれない。というのは、この「劇場」は、風儀の芳しくないところとして
も知られていたからである。なお、現在も、ギニョールの劇場は旧市街と、織物の衝クロワ．ルッ
スとエリオ通りとに常設館があり、テート・ドール公園にも劇場があって季節公演をする。健全な
子供の娯楽としてであるが。
155.副支配人(3.27）支配人（小野）の名前をあえて避けているのは、解雇されたという演出上必要だっ
たのか:に副支配人の仲佐氏の出自来歴は不詳。156.欄干に免れて涙を流しぬ（3.27）ラフアイエット橋（→注124）には欄干部分に張り出しバルコニー
がある。［写真158］おそらくここでしばし感慨にふけったのかもしれないが、この部分はやや芝居
がかっている。荷風は、リヨンへ到着して「つめたい石垣に額を押当てて」「泣いた」のだが去るに
あたってふたたび泣いているのは出来すぎた構成である。いずれにしても荷風はリヨン滞在の枠取
りを「泣く」ことで飾っている。
あとがき
“注釈，，という形式をもちいて荷風のリヨンとリヨンの荷風を論ずるというこころみが成功しているか
はどうかは大方の判断にまつほかないが、少なくとも僕には十分にスリリングな作業であった。一年間
のリヨン滞在を、カメラを携えての街歩きと、資料館、図書館、役所の資料室での調査ですごした。そ
れでも今帰国して諸資料や3000枚ほどの写真を整理してみても、まだ写し忘れたものが多く、資料にい
たってはどうやっても見つけ出せなかったものや、存在がわかっていながら手がつけられなかったもの
なども多い。時間の制約ということが悔やまれる。いちど350枚ほどに仕立てた原稿を、詳解に過ぎる
という蹄蕗から、半分以下に縮小してみたのが本稿である。部分的には説明不足になってしまった個所
があるのではないかと懸念されるが、中間報告ということでひとまずこのようなかたちで発表をしてみ
る。
調査協力
調査に当たっては次の各機関ならびに司書の方々のお世話になりました。お礼を申し上げます。
・BibliothequeMunicipaledeLyon
・ArchivesMuninicipalesdeLyon
・SelPviceDocumentationdeVilledeLyon,HoteldeVille
・ServicedeDocumentationdeMairieduSixiemeAnPondissement
・DirectiondellAm6nagementUrbai､,ServiceduCadastre
.ArchivesDepartementalesduRh6ne 
－２６６－ 
注釈『ふらんす物語』
[157］当時の劇場内スケッチ
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ここに記してすべてのかたがたにこころよりお礼を申し上げます。
本論考は法政大学在外研究成果報告書を兼ねます。
(2003年８月）
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